










世界で拡大するESG投資

⚫ 米国やヨーロッパを中心に世界のESG投資額は年々増加してきており、2020年時点での投資残高は

約35兆米ドルにのぼります。

⚫ 世界の年金基金などがESG投資を運用に積極的に取り入れており、今後ますます拡大する見通しです。



⚫ MSCI社は世界最大級のESGリサーチ会社で270人以上のESGアナリストが所属。

⚫ 同社の算出するESGインデックスは世界最大級の機関投資家であるGPIFなどにも

採用されています。

財務的に関連する長期的なESGリスクに対する企業の耐性を測定することをめざして

調査・分析が行なわれ、7段階でESG格付けが決定

Environmental（環境）

＜ESG格付け手法＞

＜ESG評価観点＞

Social（社会） Governance（ガバナンス）

MSCI社のESG格付けについて



当指数はESG評価の優れた全世界の株式の動きを表す代表的な指数です。

ESG投資を通じたSDGs達成への貢献と、
持続可能な企業成長による中長期的なリターンの獲得が期待できます。

MSCI ACWI ESG Leaders 指数の算出概要

高評価

低評価



◆ 当ファンドではたばこやギャンブル、武器等を製造する企業等、ESGの観点から不適
当とされる業種（企業）は除外します。
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MSCI ACWI ESG Leaders 指数の推移
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MSCI ACWI ESG Leaders 指数 （参考）MSCI ACWI

銘柄数 1,185銘柄 2,939銘柄

◼

MSCI ACWI ESG Leaders 指数の構成比率



⚫ 2006年に国際連合によりESG投資が広まるきっかけとなったPRI（責任投資原則）が公表されました。社会の

持続可能性への危機感の高まりを背景に、PRIに賛同する署名機関数は増加の一途を辿っています。

⚫ 2021年3月末時点で総資産運用残高は120兆ドルを超えており、今後も投資家にとって、投資判断の基準とし

てESGの重要性はますます高まっていくと考えられます。

（ご参考）ESG投資の歴史



投資家はESG投資を行なうことで、

SDGsに賛同した企業の価値向上による

中長期的なリターンの獲得が期待できます。

企業

⚫ SDGsは「差別・貧困問題」や「環境問題」など世界が抱える課題を2030年までに解決して、持続可能な社会

の実現を目指そうとする目標のことです。

⚫ ESG投資は目標を達成するために環境問題や社会問題に取り組む企業を後押しする手段のことです。

投資家

運用会社

（ご参考）ESG投資とSDGｓの関係
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ファンドの特色



投資リスク
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追加的記載事項



ファンドの費用（消費税10％の場合）



お申込みメモ
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